
2026広島大学ホームカミングデー図書館企画

2026年11月7日(土)

1. 江戸の辞書生活史を知る
白井純（大学院人間社会科学研究科教授）

10:00～16:30
中央図書館カウンター前

11:00～12:00
14:10～15:10

中央図書館BIBLAグループスペース

広大生のおすすめ本
トークバトル

47都道府県ゆかりの
本でつくる日本地図
（参加型企画）

中央図書館

あなたの知っている
ご当地本を
教えて下さい

「韻鏡」寛永18年 より

中央図書館 書籍でたどる広島大学の歴史
広島大学出版会
懐かしの教科書

西図書館
霞図書館
東千田図書館

中園ミホ氏関連資料
広島大学関連図書
広島大学関連図書

日本の古辞書は、中国の漢字辞書を受容しながら、独自の発展を遂げてきま
した。本講演では、今回展示する広島大学図書館所蔵の『大廣益會玉篇』『新
撰字鏡』『倭名類聚抄』を中心に、『色葉字類抄』『類聚名義抄』も取り上げ
ながら、古辞書の成立と展開をたどり、漢字と日本語の歴史や古辞書の魅力を
紹介します。

広島大学所蔵の江戸時代の三つの辞書である節
用集（国語辞書）、倭玉篇（漢和辞書）、韻鏡
（韻書）をとおした、江戸時代の教養のあり方を
紹介します。展示資料と連動しています。

2. 漢字と日本語の歴史をひもとく
林楚宜（大学院人間社会科学研究科助教）

普段見ることのできない貴重資料のほか、
手にとれるレプリカも展示します。随時、
文学部教員と大学院生が解説します。

所蔵コレクション
をデザインした
ポストカードを

どうぞ

www.hiroshima-u.ac.jp/library

※各回とも1.2の講演を行います

中央図書館BIBLAグループスペース 事前申込不要・無料

観覧歓迎

12:50～13:50  / 15:30～16:30

https://www.hiroshima-u.ac.jp/library/
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